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＜週間連絡＞

· 新人のデイケア見学・体験あり。
4/6　8:15～12:00⇒２グループ、13:00～16:00⇒１グループ
4/10　8:15～12:00⇒４グループ、13:00～16:00⇒３グループ　

· 11/16～17精神医学会あり。各部署から演題募集あり。

· H18年4月からの診療報酬の改定で、認知症老人入院精神療法料が廃止。その為、現在南病棟で行っている認知症老人入院精神療法（回想法）の見直し・改善を検討する予定。

理由　⇒既に老人性認知症疾患治療病棟入院料として評価されていることから、入院６ヶ月以内の患者様に対して算定されていた分が廃止となる。

＜外来情報＞

· 庭野　弘樹様　～体重69kgで、前回より2㎏減少されている。

· 清水　泰雅様　～二度寝したとの事で、外来予約時間より遅れて受診されている。自発的な発言は
　　　　　　　　聞かれない。

· 番沢　政勝様　～幻聴はあるが悪化していないと話されている。

· 川口　八寿子様～詩吟中、口が渇くからペットボトルに水を携帯し、飲みながら行おうかなと話さ

れている。

· 坂本　房子様　～自分が話している他に自分以外の人が話している感覚がすると話されている。前

回増薬になり立ちくらみや、目眩があるということで18日採血予定。

· 村上　元道様　～元気になりましたと話されている。前回、火曜日か水曜日のどちらを受診の日に

するか悩まれておられ、本日、火曜日は受診し、月・水・木・金デイケアを利用すると主治医に報告されている。前回便秘でセンナリド処方されていたが「薬を飲んだら良くなりました」と話されている。今回もセンナリド処方されている。

· 清川　厚子様　～現在、血圧の薬を服用し血圧は正常値である。次回受診時、毎日計っている血圧

表を持ってくるよう主治医から助言あり。手荒れがあったがデルモゾールＧ軟膏を塗ったら良くなったと話されている。

· 宮　陽子様　　～院長先生に見てもらいたい気分で昨日受診したら先生に怒られたと笑いながら
　　　　　　　　話される。主治医の質問に対し笑いながら答えておられる事多く気分の高揚が見
　　　　　　　　られている。自分でもおかしい時があると話されており、主治医から服薬はしっ
　　　　　　　　かり行い、普段と変わらない生活を送り、遠くに行かないように助言あり。

＜利用者様情報＞

我満　奈津紀様（34）　統合失調症　デイケア利用中

○情報

· 先週末にお父様及び交際相手と話し合い、堕胎することに決めた。また、彼氏と彼氏の家族と会うと本人より話あり。主治医に報告している。

· 本日昼食時、「お腹は減っているけど食事が喉を通らない」と話される。

○主治医から助言

八戸クリニックの処置は止め、当院産婦人科医勤務の小坂先生に相談して、中絶堕胎をおこなって頂くよう助言あり。

○対応

· 堕胎に対するストレスが考えられる為、本人様の話に傾聴し内容に応じて助言を行う。

· 本人の状態や生活状況に留意し、変化の見られる際には関連機関と情報交換し、連携を図っていく。

· 本人へ主治医からの助言を伝える。

晴山　美智子様（39）統合失調症　デイケア利用中

○情報

面談時、「仕事には休まず行けている。仕事では、ストレスはあまり感じないが、家に帰ると両親に色々言われてストレスが溜まり、食事の量が多くなる。体重が89㎏になった。デイケアにも居辛い。面談もストレスが溜まり、目が上がりそうになる」と話される。面談中、下をうつむきスタッフと視線を合わせようとされない。

現在の通所状況として、月曜には受診後通所する事出来ているが、木曜には仕事の疲労を訴えデイケア利用出来ていない。本人から、木曜の利用について「休むって言う連絡をしづらいけど、疲れているから休みたい」と訴え聞かれている。

○対応

· 現在、体重増加への罪悪感を感じてはいるが、ストレスによる食行動を抑えられず、さらに罪悪感を募らせてしまっている為、現在出来ていることを本人と振り返っていく。

· 面談に対してストレスを感じていると本人より訴えがある為、特別な場を設けず普段の会話の中から本人の状態を察知し、本人様から相談があった場合、内容に応じて助言を行う。

· 本人の状態や生活状況に留意し、変化の見られる際には関連機関と情報交換し、連携を図っていく。

· 本人の自信に繋がるように仕事を休まず継続できているということを評価し、木曜に欠席を希望するのであれば自分で体を休める判断が出来ていることを評価する声掛けを行う。

· 本人から、自宅にいることがストレスであるという発言が聞かれた際には、気分転換を兼ねたデイケア利用を勧める。

